
第 24 回 環境情報科学センター賞

＜学術論文賞＞

受 賞 者：辰己賢一 氏（所属 名古屋市立大学データサイエンス学部）

対象業績：マルチスケールでの環境変動と作物生産の関係性に関する一
連の研究

【選考理由】

辰己氏の一連の研究は、マルチスケールでの環境変動と作物生産の関係性に関するもので

ある。

対象論文は 15 編あり、アジアにおける CH4 排出が O3 生成及び穀物生産量に与える影響を

定量的に評価した研究（対象論文 1及び 2）、メコンデルタ域を対象に、衛星データをベース

にしたイネの生育や海岸線・土地利用変化をとらえるモデルの開発（対象論文 3、4、7）、日

本における O3 によるイネ収量の減少とその揮発性有機化合物および NOx 排出量との相互作用

についての評価（対象論文 5 及び 14）、野外圃場での生育調査や、ガス交換測定により得ら

れたデータを用いた、イネの光合成特性を機械学習モデル等による調査（対象論文 6、11、12、

13、15）、無人航空機（UAV）空撮画像を用いたトマト圃場の各株単位での生育・収量予測に

関する研究を行い、機械学習モデルを用いることで地上部バイオマス、果実重、果実数の予

測精度が向上することを示した研究（対象論文 8 及び 10）、イネ群落の鉛直構造、葉の光合

成機能、葉面積密度、気象環境を詳細に考慮したイネ生長応答モデルの開発・構築（対象論

文 9）と、多岐にわたる研究内容を含んでいる。

一貫しているのは、アジアにおけるイネを中心とした農作物の生産と、気候変動や大気汚

染と言った環境変動との関係を扱っていること、そして、衛星データのようなイメージデー

タ、デジタル化された地理情報、大気化学輸送モデル、機械学習など、数理データサイエン

スアプローチによる研究であるということである。

中でも、リモートセンシングにおいて、無人航空機（UAV）の活用に際して、株単位での作

物の生育・収量を予測することを試みるなど、広範な対象と手法に加えて、環境情報科学の

発展といった観点においても評価できる。

以上の理由から、環境情報科学センター賞選考委員会は、辰己氏の「マルチスケールでの

環境変動と作物生産の関係性に関する一連の研究」について、アジア地域における気候変動

を含む環境問題と農業生産との関係の分析の発展に寄与した優れた研究であると評価でき、

学術論文賞に値するものと判断した。
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